
パワーフィックスは、テイロン用酸性染料一浴田着剤で湿潤堅年度を著しく向上させます。

一浴固着剤でありますので、作業が簡素化され経済的で使いやす く、また従来のタンニン酸

一 吐酒石と同等もしくはそれ以上の堅年度を得ることができます。

(1)性

褐色減体

タンニン系アンチモ ン化合物

アニオン

水に易溶

3± 02

(2)特 徴

(A)一浴処理で、湿潤堅年度を著しく向上させることが出来ます。

(B)パ ワーフィックスで処理した後、更に弊社製品のフィックスソルトLで固着処

理することにより、特にスチームセットによる堅年度低下を防ぐ事が出来ます。

(C)処理による色相のくすみは殆どありません。

(3)使 用 方 法

染色の濃度、希望される堅年度、及び使用染料各々の堅年度によって、使用量も違っ

てきますが一般に下記使用量をおすすめします。

染 料 濃 度

状

外   観

成   分

イ オ ン性

溶 解 性

pH

ポヮーフィックス (Owf) フィッタスッルトL(Owf)

1～2%

1 5～ 25%

2～4%

淡   色     2～ 4%

中   色      3～ 5%

濃   色     4～ 8%

(90%) l alけイせ

処理浴を、浴比約1:20～ 30に仕立て、水にて希釈したパヮーフィックスの適量を添

加 し除々に昇温して、80● で約20分問処理 して下さい。この時、処理浴のpHを 3～4

に調整して下さい。酢酸が最も良好です。処理後は充分に水洗いして下さい。フィッ

クスソル トLを併用される場合は、パヮーフィックスで処理後、浴を変えずに同浴に

水で希釈したフィックスソル トLの適量を添加して、更に80℃ で20分問処理して下さい。

酢酸



(4)処理時の注意

(Al染色後は、充分に水洗いして下さい。特にカチオン又はノニオン系均染剤等を使用の場

合は、スカムやターリングの発生の原因となりますので、充分の水洗いが必要です。

(B)特に、フィックスツルトLを併用される場合には、パワーフィックスで処理するとき、

温度(80℃ )、 時間(20分 )を厳守して下さい。パワーフイックスの明及が充分でないと、

フィックスソルトLの 回着効果が充分発揮でき拭 又スカム等の原因にもなります。

(C)パ ワーフィックス及びフイックスソル トLは アニオン性の為、カチオン系ないしノエ

オン系助剤の混入には充分注意して下さい。

(5)再 染 加 工

まず、酒石酸2～ 5gれ 、85～ 90℃ で約20分門処理し、続いてソーダ灰3～5g力、90～95℃

で、約30分処理して下さい。この時浴比は出来るだけ大きい方が良好です。その後充分水洗

いして再染工程に移って下さい。

(6)包    装

20kg入 リ     アトロン缶

注)ご使用に際しましては、予め充分試験された上で御使用下さい。
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